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２Ka- フ

住　居

テントの居住環境に関する研究～テント内空気質の実態について～

　　　○佐藤景子　大村道雄(信州大学)

目的:近年､アウトFｱｽﾎﾟｰﾂやﾚｼﾞｬｰ人気の高まりや､ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟなどのﾌﾞｰﾑとあいまって､多種鍬のﾃﾝﾄが

鵠に出回ると共に､ﾃﾝﾄの使用皺が物している､その反面で知識不足等からﾃﾝﾄ内事故が戮している､その一つに

歓事故が挙げられるo本研究は､登頷ﾃﾝﾄの主流であるF-ﾑ型ﾃﾝﾄを対刻こして､ﾃﾝﾄ内蛛唄の鶏を聡かに

すると共に､事故防止に役立てることを目的とする、

旅:実験には､語用小型テンに賎､大型ﾃﾝに種類､ｷｬﾝﾌﾟ用ﾃﾝﾄ種類を使用したo平地にﾃﾝﾄを設営し、

出入りﾛ及び換気口を閉じた状態で､ｷｬﾝﾋﾟﾝｸﾞ用ｶﾞｽｽﾄｰﾌﾞを燃焼し､C02･CO･温湿封温湿度･ｶﾞｽ測定器(Q

ﾄﾗｯｸ､ﾓﾃﾞﾙ2351.日本ｶﾉﾏｯｸｽ株式会社)で測定啼録したo測定回から換気瞰を赳し､射ﾝﾄのｶﾞｽ

皺と換気回数を謔したo

線:ﾌﾗｲｼｰﾄ不使鵬は､離能のｺﾞｱﾃｯｸｽ地卵ﾃﾝﾄの換気瞰が7.677回で斟多く、蒸気透過性の良さが実

証された､斟換気瞰が少なかったのはｷｬﾝﾌﾟ用ﾃﾝﾄの2.468回で錯どおりの結果となった､ﾌﾗｲｼｰﾄ朗時の換

気回数は､大半のﾃﾝﾄで不使鵬の半分訂に減少しており､使用することで換気機能はかなり邸することが分かったoま

た､不使鵬には､布地の違いが換気回数に大きく影響していたが､使鵬には差がほとんど見られず､換気畦はほぼ隨度

になったoｺﾞｱﾃｯｸｽ地期と30dnﾘｯﾌﾟｽﾄｯﾌﾟﾅｲﾛﾝ地採用ﾃﾝﾄの塊実験では､不使用時は豺の旅7,677

回で､後者の4,318回に対して倍近い換気回数があったo朗時はｺﾞｱﾃｯｸｽ卵の方が僅かに針ったo

２ Ka- ８ 数値解析による縦通風の有効性に関する研究

　｀○二村真弓子゛　田中辰明“

　（゛お茶の水女大・院　　”お茶の水女大　）

　【目的】　通風の原則は風上、風下に開口を設けることである。しかし最近の密集した市

街地ではプライバシーの保護、騒音などの問題からこの条件を満足させることが難しくな

っており、またたとえ満足させることができたとしても通風を得ること自体が困難な状況

である。そこで屋根に天窓を設けて通風に利用することが注目されるようになってきたが、

この縦通風も周辺の環境によって影響を受けることが予想される。そこで本研究は、周辺

に建物が全くないと想定した場合と、隣棟間隔を変化させた場合の縦通風の有効性を数値

解析によって検証することを目的とした。

　【方法】三次元数値シミュレーション（流体解析ソフトSTREAM （株）ソフトウェアク

レイドル製）を用いて解析を行った。実際の建物に近づけるため、切妻屋根で総２階の戸

建を解析モデルとし、東京の夏の卓越風向が南であることから風向は南とした。周辺に建

物が全くないと想定した場合と隣棟間隔を変化させた場合について、①南北窓のみを開放、

②南北窓と東西窓を開放、③南北窓と天窓を開放、④南北窓と東西窓、天窓すべてを開放

した場合の４タイプの窓面における風速を求め、比較を行った。

　【結果】　周辺に建物が全くないと想定した場合、天窓、東西窓ともに通風量の増大に大

きく寄与することがわかった。しかし隣棟間隔を狭めていくにしたがい、東西窓、天窓の

通風量に対する寄与度は減少していくことから、天窓などの縦通風も周辺環境に大きく影

響を受けることがわかった。
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